
　「食品ロス」とは、｢食べられる
のに捨てられてしまう食品｣のこ
とです。日本では、食品ロスの量
が年間472万トンと推計されてお
り、日本の人口１人あたり毎日お
にぎり１個（103グラム）を食べず
に廃棄している計算になります。
　大量の食品ロスが発生することで、ごみ処理に多
額のコストがかかっています。また、可燃ごみとし
て燃やすことで、温室効果ガスが排出されるなど、
さまざまな環境負荷も発生しています。大切な資源
を有効に活用し、環境負荷を軽減できるよう、食べ
物を無駄なく大切にいただきましょう。

食品ロスを減らそう！
～今日からできる家庭での取り組み～
【問い合わせ】消費生活センター（東海村産業･情報プラザ「アイヴィル」内 ☎287-0858）

買い物の時は｢買い過ぎない｣
・買い物前に、冷蔵庫や食品庫にある食材を確認し、

無駄な買い物をしない。
・必要な量、食べきれる量を買う。
・すぐに使う食材は、賞味期限や消費期限が短いも

のから買い、商店での廃棄を少なくする。
家庭内では「作り過ぎない」・「食べきる」
・食品に記載されている保存方法で適切に保存する。
・残っている食材から使う。
・食べきれる量を作る。
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　日本の食品ロス量年間472万トン
のうち、家庭からの廃棄量は236万
トンで、事業系からの排出量と同じ
です。
　家庭での食品ロスは、直接廃棄、
食べ残し、過剰廃棄が発生要因です。

食品ロスを減らすための
ポイント

食品ロスの発生状況と割合 ■直接廃棄（傷み、賞味期
限・消費期限切れなどに
よる廃棄）…102万トン

■食べ残し…100万トン
■過剰廃棄（皮のむきすぎ

などによる食べられる部
分の廃棄）… 33万トン

直接廃棄直接廃棄
44%44%

食べ残し食べ残し
42%42%

過剰廃棄過剰廃棄
14%14%
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